しょうこ 

ども、 私 はそんな こと は どれ も 証拠に ならない と 思い 

ま ^9 

ところが 私 は、 浜茄 をとうと う 見附けませんでした。 

尤も 私が 見附けなかった からと 云って、 浜茄が あす 

こ にないと いう わけに は 行きません。 もし 反対に 一本 

でも 私に 見当ったら、 それ は あると いう ことの 証拠に 

はなり ましょう。 ですから やっぱり わからない のです。 

火山弾の 方 は、 はじが 少し 潰れて はい ましたが、 半 

曰か かってと にかく 一 つ 見附けました。 

見附けた のでした が、 それ はつい 寄附 させられ てし 

まいました。 誰に 寄附 させられた のかって いうんで す 



きて る ものが な いんです。 参観の もよう を、 詳しくお 

話しましょう か。 きっと あなたに も、 大 へん 参考に な 

リ ま ^9 

浜茄は 見附から ず、 小さな 火山弾 を 一 つ 採って、 私 

すわ 

は 草に 座りました。 空が きらきらの 白い うろこ 雲で 一 

杯でした。 茨に は 青い 実が たくさん つき、 萱 はもう そ 

ろ そろ 穂 を 出し かけて いました。 太陽が 丁度 空の 高い 

ところ 

処に かかって いました から、 もうお ひる だとい うこ 

とがわ かりました。 又 じっさい お腹 も 空いて いました。 

ふくろ はいのう 

そこで 私 は 持って行った パンの 袋 を 背嚢から 出して、 

すぐ 喰べ ようとし ましたが、 急に 水が ほしくな り まし 



「ええ、 ぜひそう 願いたい のです ご 

しょうかい 

「ご 紹介 はあります かご 

私 はふと、 いっか 幼年 画報に 出て いたた けしとい う 

人の 狐 小学校の スケッチ を 思い出しました。 

「画家の たけし さんです ご 

「紹介状 はお 持ちです かご 

「紹介状はありません がた けしさん は 今 はずい ぶん 偉 

いです よ。 美術 学院の 会員です よご 

狐の 先生 はいけ ません というよ うに 手 を ふりました _ 

「とにかく、 紹介状 はお 持ちに ならないで すね ご 

「持ちません。」 



中で は、 白 服の 人の 動いて いるの がちら ちら 見えます _ 

ェ ヘン ェ ヘンと 云って いるの も 聞え ます。 私 はきよ ろ 

きょろ あちこち 見 まわして いましたら、 先生が 少し 

笑って 云いました。 

め ただ いま 

「どうぞ スリッパ をお 召しな すって。 只今 校長に 申し 

ますから ご 

私 は そこで、 長靴 をぬ いで、 スリッパ を はき、 背囊 

をお ろして 手に もちました。 その 間に 先生 は 校長室へ 

入って 行き ましたが、 間もなく 校長と 二人で 出て 来 ま 

や すず あさ 

した。 校長 は 瘠せた 白い 狐で 涼しそう な 麻の つめえり 

しつ ぼ 

でした。 もちろん 狐の 洋服です からず ぼんに は 尻尾 を 



やす 

入れる 袋 もつ いてあります。 仕 立 賃も廉 く はない と 私 

は 思いました。 そして 大きな 近眼鏡 を かけ その 向う の 

き ん 

眼 はまる で 黄金い ろでした。 じっと 私 を 見つめました _ 

それから 急いで 云いました。 

「ようこそい らっしゃ いました。 さあさあ、 どうぞお 

入り 下さい。 運動場で 生徒が 大 へん 失礼な こと をし ま 

したそう で。 さあさあ、 どうぞお 入り 下さい。 どうぞ 

お入り ご 

私 は 校長に ついて、 校長室へ 入りました。 その 立派 

ちきゅうぎ 

な こと。 卓の 上に は 地球儀が おいて ありまし たしう し 

ろの ガラス戸 棚に は 鶏 の 骨格 やそれ から いろいろの 



きよ-つり 

て、 十三 人の 卒業生 中、 十二 人まで 郷里に 帰って 勤労 

に 従事いた して 居ります。 ただ 一 人 だけ 大 谷地 大学 校 

の 入学試験 を 受けまして、 それが いかにも うまく 通リ 

ましたので、 へいご 

全く 私の 予想通りでした。 

そこへ 隣り の 教員 室から、 黒い チョッキ だけ 着た、 

がさがさした 茶い ろの 狐の 先生が 入って 来て 私に 一 礼 

して 云いました。 

「武田 金 一 郎を どう 処罰いた しまし ようご 

おもむ 

校長 は 徐 ろに そちら を 向いて それから 私 を 見 まし 

た。 



を 見ながら 云いました。 

「午后 は 第 一 学年 は 修身と 護身、 第一 一学 年 は 狩獵 術、 

第三 学年 は 食品 化学と、 こうな つてい ますが いずれも 

ご 参観になります かご 

おもしろ 

「さあ みんな 拝見いた したいです。 たいへん 面白そう 

です。 今朝から あがらなかった のが 本当に 残念です。」 

また 

「いや、 いずれ 又お いで を 願いましょう ご 

「護身と いうの は 修身と い つし よに なつ ている のです 

ゝ o _ 

力 」 

「ええ 昨年まで は 別々 で やり ましたが、 却って 結果が 

よくない ようです ご 



こうしょ-つ 

「なるほど それに 狩獵 だなん て、 ずいぶん 高尚な 学 

科 もお やりです な。 私の方では まあ 高等専門学校 ゃ大 

学の 林 科に それが ある だけです ご 

「ははん、 なるほど。 けれども あなたの 方の 狩獵 と、 

私の 方の 狩獵と は、 内容 はまる でちがって いますから 

な、 ははん。 あなたの 方の 狩獵は 私の 方の 護身に はい 

り、 私の 方の 狩獵 は、 さあ、 狩 獵前業 は あなたの 方の 

ちくさん 

畜産に でも 入ります かな、 まあと にかく その 時々 で 

ゆっくり ご 説明いた しまし ようご 

この 時べ ルが又 鳴りました。 

がやがや 物 を 言う 声、 それから 「気をつけ」 や r 番 



る、 たとえす ぐに はいけ ない ことにな つたよう でも、 

結局 は、 結局 は、 いいこと になる。 だから この 格言 は 

乂 

『正直 は 最良の 方便な リ』 とも 云われます ご 

先生 は 黒板へ 向いて、 前のに ならべ て 今の 格言 を 書 

きました。 

ひざ 

生徒 は みんなき ちんと 手 を 膝に おいて 耳 を 尖らせて 

聞いて いました が、 この 時，. 一斉に ペン をと つて 黒板の 

字 を 書きと りました。 

校長 は 一 寸 私の 顔 を 見ました。 私が どんな 風に、 今 

の 講義 を 感じた か、 それ を 知りたい という 様子でした 



れ ども、 一番 こわ いのは、 いかにも わなの ような 形 を 

したわな です。 それ も ごく 仕掛けの 下手な わなです。 

これ を 人間の 方から 云います と、 わなに も いろいろ あ 

と むかし 

る けれども、 一番 狐の よく 捕れる わな は、 昔からの 狐 

わな だ、 いかにも 狐 を 捕る のだぞ というよ うな 格好 を 

した、 昔からの 狐 わな だと、 斯う 云う わけです。 正直 

は 最良の 方便、 全く この 通りです ご 

私 は 何だか 修身に しても 変 だし 頭が ぐらぐらして 来 

た のでした が、 ザ J の 時 さ つ き 校長が 修身と 護身と が 今 

学年から 一 科目に なって、 多分 その 方が 結果が いいだ 

ろうと 云った こと を 思い出して、 はは あ、 なるほどと 



うなずきました。 

先生 は 

「武 巣さん、 立って 校長室へ 行って わなの 標本 を 運ん 

で 来て 下さい ごと 云いましたら、 一番 前の 私の 近くに 

居た 赤い チョッキ を 着た か あいらしい 狐の 生徒が、 

「はいつ ご と 云って、 立って、 私たちに 一寸 挨拶し、 

それからす 早く 茨 の 壁の 出口から 出て 行きました。 

だま 

先生 は その 間 黙って 待って いました。 生徒 も 黙って 

いました。 空 は その 時 白い 雲で， 1 杯に なり、 太陽 は そ 

の 向う を 銀の 円鏡の ようになって 走り、 風 は 吹いて 来 

て、 その 緑い ろの 壁 は ところどころ ゆれました。 



『おい、 お前 は 私が 何だか 知って るか。』 

すると その 生徒が 云った。 

きつね 

『お前 は 狐だろう。』 

『そうだ。 しかしお 前は大 へん 何 か 考えて 困って いる 

だろう。』 

『いいや、 なんにも 考えて いない。』 その 生徒が 云った _ 

その 返事が 実は 大 へん 私に 気に入つ たの だ。 

『そんなら 私 はお 前の 考えて いる こと を あてて 見よう 

か。』 

『いいや、 いらない。』 その 生徒が 云った。 それが 又大 

へん 私の 気に入った。 



『お前 は 明後日の 学芸会で、 何 を 云ったら いい か 考え 

ている だろう。』 

『うん、 実はそう だ。』 

『そうか、 そんなら 教えて やろう。 あさって お前 は 養 

鶏の 必要 を 云う がいい。 百姓の 家に は、 こぼれて 砂 

の 入った 麦 や 粟 や、 いらない 菜っ葉 や 何 か、 たくさん 

キヤ ベジ 

あるんだ。 又 甘 藍 や 何 かに は、 青む しもた かる。 それ 

おおよ ろ ► J 

を みんな 鶏に 食べさせる。 鶏は大 悦びで それ をた ベ 

る。 卵もう む。 大 へん 得 だと 斯う 云う がいい。』 

私が 云ったら、 その 生徒 は大 へん 悦ん で、 厚く 礼 を 

述べ て 行った。 きっと あの 生徒 は 学芸会で それ を 云つ 
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